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教育目標 ○目標を持ち進んで学ぶ生徒 ○心豊かで創造力のある生徒 ○明朗でたくましい生徒

卒業式特集Ｐａｒｔ３
祝 第72回卒業証書授与式 3・13 9:30 挙行

３年生５３名のための最高の舞台を！

江名中
だより紺碧の海

明日、３月１３日(水)は今年度最大の行事、

卒業証書授与式が本校体育館で行われます。今

日まで、各学年とも限られた時間の中で、真剣

に練習を行い、取り組んで参りました。

３月５日(火)に行った卒業式予行では、大き

な変更点もなく、ほぼ完成の状態になりました。

当日は、たくさんのご来賓及び保護者の方々を

お迎えし、全校生徒・全教職員が一体となって、

卒業生の最後の花道を、厳かにそして盛大に飾

りたいと思います。

代表生徒紹介

学校から卒業生へ

の記念品を受け取

る鈴木陽斗くん

ＰＴＡから卒業生

への記念品を受け

取る作山雅樹くん

卒業生から学校へ

の記念品目録を贈

呈する

坂本拓真くん

送辞を読む

在校生代表

坂本うみさん

答辞を読む

卒業生代表

髙瀨彩花さん

卒業式当日の日程
在校生登校(通常通り) ～ ７：５０

卒業生登校 ～ ８：３０

※教室で２年生がコサージュを着けます。

在校生入場 ８：３０～

式歌練習(在校生) ８：４５～ ９：００

保護者受付 ９：００～ ９：２０

※校庭の体育館側に駐車してください。

受付は校舎西昇降口に変更になりました。

来賓入場 ９：２２～

卒業生入場 ９：２５～

卒業証書授与式 ９：３０～１１：１５

卒業生退場 １１：１５～

※在校生は体育館片付けを行います。

３年学級活動 １１：２０～１１：４０

見送り １１：４５～１２：００

完全下校(１・３年生) ～１２：３０

(２年生)会場片付け～１３：００

※給食はありませんので、昼食は帰宅後に摂る

ようになります。

※持ち物は各学年ともに必要ありません。



卒業式を成功に導くために
国歌斉唱

開式後に会場全体が一体となる瞬間です。

しっかり息を吸って、フレーズを意識して歌

いましょう。特に卒業生は、ここで声を出す

ことで、呼名に対する返事に自信がもてます。

卒業証書授与

３年間学んだ証(あかし)を受け取る大切な

シーンです。卒業生は、大きな声で「はい！」

と返事をし、自分の存在を、成長の成果を会

場にいる全ての方々にアピールしてください。

また、胸を張って堂々と証書を受け取ってく

ださい。

式歌(卒業生)「仰げば尊し」

「仰げば尊し」伴奏 「蛍の光」伴奏

吉田悠真くん 酒井美南さん

式歌(在校生)「蛍の光」

１蛍の光 窓の雪

書(ふみ)読む月日 重ねつつ

いつしか年も すぎの戸を

開けてぞ今朝は 別れゆく

２とまるも行くも 限りとて

互(かた)みに思う 千万(ちよろず)の

心のはしを ひとことに

幸(さき)くとばかり 歌(うと)うなり

１仰げば尊し 我が師の恩

教(おし)えの庭にも はや幾年(いくとせ)

思えばいと疾(と)し この年月(としつき)

今こそ別れめ いざさらば

２互(たがい)に睦(むつみ)し 日ごろの恩

別(わか)るる後(のち)にも やよ忘るな

身を立て名をあげ やよ励めよ

今こそ別れめ いざさらば

３朝夕馴(な)れにし 学びの窓

蛍の灯火(ともしび) 積む白雪(しらゆき)

忘るる間(ま)ぞなき ゆく年月

今こそ別れめ いざさらば

卒業の歌(卒業生)「旅立ちの日に」

「旅立ちの日に」指揮

大野魁士くん

「旅立ちの日に」伴奏 メッセージを伝える

萩原龍之介くん 黒川遥菜さん

歌詞の情景を思い浮かべて、様々な思い出を

重ね合わせて歌いましょう。お世話になった方

々への感謝と、これから自分の道を自分の足で

歩んでいく決意を、涙をこらえて精一杯歌い上

げてください。

白い光の中に 山並みは萌えて

はるかな空の果てまでも 君は飛び立つ

限りなく青い空に 心ふるわせ

自由をかける鳥よ 振り返ることもせず

勇気を翼に込めて 希望の風に乗り

この広い大空に 夢を託して

懐かしい友の声 ふとよみがえる

意味もないいさかいに 泣いたあの時

心通った嬉しさに 抱き合った日よ

みんな過ぎたけれど 思い出強くだいて

勇気を翼に込めて 希望の風に乗り

この広い大空に 夢を託して

今 別れの時 飛び立とう 未来信じて

はずむ 若い力 信じて

この広い この広い 大空に

今 別れの時 飛び立とう 未来信じて

はずむ 若い力 信じて

この広い この広い 大空に


